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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成22年11月25日(2010.11.25)

【公開番号】特開2009-213216(P2009-213216A)
【公開日】平成21年9月17日(2009.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2009-037
【出願番号】特願2008-51782(P2008-51782)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/48     (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  31/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ   7/00    ３０２Ｃ
   Ｈ０１Ｍ  10/48    　　　Ｐ
   Ｈ０２Ｊ   7/00    　　　Ｘ
   Ｇ０１Ｒ  31/36    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月6日(2010.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディスプレイ部と操作部とを有する前面筐体部と、複数の電池をそれぞれ収納する複数の
収納部と前記収納部に蓋をする蓋部とを有する背面筐体部とを備え、前記前面筐体部側お
よび前記背面筐体部側のそれぞれから視認できるように、前記複数の収納部に収納した前
記複数の電池の残量を独立に表示する複数の残量表示部を設け、前記各電池に対応する残
量表示部をその電池を収納した収納部の近傍にそれぞれ設けたことを特徴とする情報処理
装置。
【請求項２】
前記複数の電池の各残量を独立に表示する残量表示部は、それぞれの電池について同一情
報を表示する複数の残量表示部からなり、前記それぞれの電池について同一情報を表示す
る複数の残量表示部を前記前面筐体部および前記背面筐体部であって、各残量が表示され
る電池を収納した収納部の近傍に設けたことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置
。
【請求項３】
前記背面筐体部の背面部は低面部と前記低面部に連設する高面部とを有し、前記高面部を
前記背面筐体部の両側部に設け、前記高面部に前記収納部を設けたことを特徴とする請求
項１または請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
前記残量表示部が表示する表示情報は２値の表示情報であることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の情報処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更



(2) JP 2009-213216 A5 2010.11.25

【補正の内容】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、ディスプレイ部と操作部とを
有する前面筐体部と、電池を収納する複数の収納部と収納部に蓋をする蓋部とを有する背
面筐体部とを備え、前面筐体部側および背面筐体部側のそれぞれから視認できるように、
複数の収納部の近傍にその収納部に収納した電池の残量を独立に表示する残量表示部を設
けている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　前面電池残量表示部１７、１８および背面電池残量表示部２７、２８にはＬＥＤなどか
らなる表示ランプが用いられ、電池残量が使用限界以上の残量がある場合には非点灯、使
用限界以下あるいは使用限界に近い残量しかない場合には点灯するような２値表示になっ
ている。または、表示ランプに２色発光ランプを用い、例えば、電池残量が使用限界以上
の残量がある場合には緑色点灯、使用限界以下あるいは使用限界に近い残量しかない場合
には赤色点灯するようにしてもよい。また、前面電池残量表示部１７と背面電池残量表示
部２７とは電池収納部２３の近傍でそこに収納された電池パック２３ａの残量を表示し、
前面電池残量表示部１８と背面電池残量表示部２８とは電池収納部２４の近傍でそこに収
納された電池パック２４ａの残量を独立に表示するようにしている。すなわち、それぞれ
の前面電池残量表示部と背面電池残量表示部とはそれぞれ近傍の電池収納部に収納された
電池パックに対応して同一の情報を表示するようにしている。
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